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（春日井教会）
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名
古
屋
市
立
八
事
霊
園
内

の
カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区

霊
園
で
、
合
同
追
悼
ミ
サ
が

９
月
23
日
に
行
わ
れ
た
。

暑
い
日
差
し
が
照
り
付
け

る
汗
ば
む
陽
気
の
も
と
で
約

80
人
の
参
列
者
は
一
心
に
祈

り
を
捧
げ
た
。

追
悼
ミ
サ
は
主
司
式
の
松

浦
悟
郎
司
教
と
太
田
実
神

父
、
平
澤
忠
雄
神
父
、
平
田

政
信
神
父
、
北
村
雅
彦
神
父

の
共
同
司
式
に
よ
り
捧
げ
ら

れ
た
。

ミ
サ
の
説
教
の
中
で
松
浦

司
教
は
死
者
と
こ
の
世
に
生

き
る
私
た
ち
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。

「
よ
く
私
た
ち
は
亡
く
な
っ

た
方
は
、
今
は
神
の
も
と
い

る
と
か
天
国
に
い
る
と
か
言

う
。
し
か
し
、
こ
の
世
に
生

き
て
い
る
私
た
ち
も
復
活
さ

れ
た
イ
エ
ス
と
共
に
、
す
で

に
神
の
も
と
に
い
る
の
で

す
。
そ
し
て
今
は
も
う
こ
の

世
に
い
な
い
人
々
と
一
緒
に

つ
な
が
っ
て
、
共
に
神
の
国

の
完
成
の
時
を
目
指
し
て
い

る
の
で
す
。」

「
亡
く
な
っ
た
人
と
の
思
い

出
を
語
っ
た
り
、
書
い
た
も

の
を
見
た
り
し
て
、
そ
の
人

と
の
関
係
が
ず
っ
と
続
い
て

深
ま
っ
て
い
く
、
広
が
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、

私
た
ち
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
経
験
し
て
い

る
。
そ
の
関
係
を
深
め

な
が
ら
私
た
ち
は
こ
の

世
を
歩
ん
で
行
き
、
信

仰
を
ま
た
新
た
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
」

派
遣
の
祝
福
の
後
、

早
川
和
彦
助
祭
と
光
山

相
泰
助
祭
が
、
復
活
の

希
望
を
持
っ
て
眠
り
に

つ
い
た
私
た
ち
の
祖
先

や
兄
弟
姉
妹
が
眠
る
全

墓
地
を
回
り
、
潅
水
し

た
。追

悼
ミ
サ
の
前
に

は
、
こ
の
一
年
に
亡
く

な
っ
た
使
徒
ヨ
ハ
ネ
山

田
靜
儀
神
父
、
ヨ
ハ

ネ
・
ボ
ス
コ
寺
田
正
親

神
父
、
ヨ
ゼ
フ
石
脇
慶

總
神
父
の
納
骨
式
も
執

り
行
わ
れ
た
。

八
事
霊
園
合
同
追
悼
ミ
サ 

神
の
国
の
完
成
を
共
に
目
指
し
て

カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
か

ら
の
報
告
と
し
て
、『
ロ
ー

マ
・
ミ
サ
典
礼
書
』
改
訂
の

経
緯
と
今
後
の
改
訂
版
の
実

施
へ
向
け
て
の
周
知
方
法
お

よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、「
ミ

サ
の
式
次
第
と
奉
献
文
」
の

暫
定
版
か
ら
改
訂
版
へ
の
変

更
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
実
施
手
順
と
想
定
さ

れ
る
課
題
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

今
後
、
名
古
屋
教
区
典
礼

委
員
会
は
、
教
区
の
皆
様
へ

の
周
知
を
行
い
、
変
更
に
つ

い
て
の
説
明
と
必
要
な
資
料

の
入
手
先
、
入
手
方
法
の
情

報
共
有
、
そ
し
て
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
に
よ
り

立
て
ら
れ
た
改
訂
版
実
施
ま

で
の
手
順
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
併
せ
な
が
ら
、
教
区
の
皆

様
と
共
に
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

は
、
正
式
に
決
定
次
第
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
式
次
第
は
「
暫
定
版
」
と

言
わ
れ
て
い
て
も
、
40
年
以

上
の
長
き
に
渡
り
使
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
の
で
、
改
訂
版

の
式
次
第
、奉
献
文
や
叙
唱
、

対
話
句
、
典
礼
の
中
の
賛
歌

に
慣
れ
て
い
く
の
に
時
間
が

２
０
２
０
年
の
８
月
に
長

年
、
名
古
屋
教
区
の
典
礼
委

員
会
の
委
員
長
を
つ
と
め
て

こ
ら
れ
た
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
ケ

レ
ハ
神
父
（
神
言
会
）
が
急

逝
し
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
っ
て
、
１
年
ほ
ど
名
古
屋

教
区
の
典
礼
委
員
会
の
活
動

は
休
止
状
態
で
し
た
。

こ
の
度
、
松
浦
司
教
様
か

ら
南
山
教
会
主
任
司
祭
パ

ヴ
ォ
ル
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

神
父
（
神
言
会
）
が
新
し
い

委
員
長
に
任
命
さ
れ
、
委
員

会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
も
か
な

り
新
し
く
さ
れ
活
動
を
再
開

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
新

聞
な
ど
で
報
じ
ら
れ
て
い
る

と
お
り
、
新
し
い
『
ミ
サ
の

式
次
第
と
奉
献
文
』
が
教
皇

庁
よ
り
認
証
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
全
国
で
そ
の
内
容
を

周
知
す
る
段
階
に
入
り
、
22

年
（
23
年
度
）
の
待
降
節
か

ら
新
し
い
式
次
第
と
奉
献
文

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

名
古
屋
教
区
典
礼
委
員
会

は
、
９
月
６
日
か
ら
７
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ

た
「
２
０
２
１
年
度
全
国
典

礼
担
当
者
会
議
」
に
代
表
と

し
て
４
人
が
参
加
し
、
日
本

臨
時
司
教
総
会
開
か
れ
る

今
年
７
月
12
日
か
ら
15
日

ま
で
第
１
回
臨
時
司
教
総
会

が
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

で
開
か
れ
た
。
総
会
で
は
10

項
目
を
超
え
る
議
題
が
審
議

さ
れ
た
。
そ
の
中
か
ら
新
し

い
「
ミ
サ
式
次
第
」
と
司
教

協
議
会
次
期
会
長
選
出
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
し
い「
ミ
サ
の
式
次
第
」

来
年
待
降
節
か
ら
実
施
へ

今
年
５
月
に
バ
チ
カ
ン
の

典
礼
秘
跡
省
の
承
認
を
受
け

た
新
し
い
「
ロ
ー
マ
・
ミ
サ

典
礼
書
」
の
「
ミ
サ
の
式

次
第
と
奉
献
文
」
な
ど
を
、

２
０
２
２
年
の
待
降
節
第
１

主
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
日
本
の
教
会
が

１
９
７
８
年
か
ら
使
用
し
て

き
た
「
暫
定
版
」
の
「
ミ
サ

の
式
次
第
」
が
、
会
衆
の
言

葉
も
含
め
て
新
し
く
な
る
。

か
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
世
界
に
広
が

る
教
会
家
族
の
兄
弟
姉
妹
と

心
を
一
つ
に
、
ミ
サ
典
礼
を

通
し
て
、
神
へ
の
礼
拝
を
捧

げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ

愛
の
よ
ろ
こ
び
の
家
族
年

２
０
２
１
年
３
月
19
日
～�

�

２
０
２
２
年
６
月
26
日

ヨ
セ
フ
年

２
０
２
０
年
12
月
８
日
～�

�

２
０
２
１
年
12
月
８
日

名
古
屋
教
区
典
礼
委
員
会
よ
り

「
新
し
い
『
ロ
ー
マ
・
ミ
サ
典
礼
書
』
の
実
施
に
向
け
て
、

�

名
古
屋
教
区
で
の
取
り
組
み
と
今
後
に
つ
い
て
」

「
貧
し
い
人
の
た
め
の
世
界
祈
願
日
」　
11
月
14
日

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
年
間
第
33
主
日
を
「
貧
し
い
人

の
た
め
の
世
界
祈
願
日
」
と
す
る
よ
う
定
め
ま
し
た
。
ご
自

分
を
小
さ
い
者
や
貧
し
い
者
と
等
し
い
者
と
み
な
さ
れ
た
キ

リ
ス
ト
に
倣
い
、わ
た
し
た
ち
も
、貧
し
い
人
、
弱
い
立
場
に

あ
る
人
に
寄
り
添
い
、奉
仕
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
平
等
や
不
正
義
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け
て
、
具
体
的

な
わ
ざ
を
通
し
て
神
の
い
つ
く
し
み
の
あ
か
し
人
と
な
れ
る

よ
う
、
祈
り
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
聖
書
週
間
」　
11
月
21
日
～
28
日

神
の
愛
を
知
り
、
神
の
心
を
受
け
取
る
た
め
に
、
わ
た

し
た
ち
は
新
約
聖
書
と
旧
約
聖
書
を
神
の
こ
と
ば
と
し
て

読
み
、
大
切
に
し
ま
す
。「
聖
書
週
間
」
は
、
す
べ
て
の
人
、

と
く
に
信
徒
が
、
こ
の
聖
書
に
「
よ
り
強
い
関
心
を
も
ち
、

親
し
み
、
神
の
心
に
生
き
る
」
よ
う
に
な
る
た
め
の
週
間
で

す
。
各
教
区
で
は
、
聖
書
へ
の
関
心
を
高
め
、
よ
り
親
し
む

た
め
に
、
講
演
会
、
研
修
会
、
展
示
会
な
ど
の
催
し
が
計
画

さ
れ
ま
す
。自
分
で
も
積
極
的
に
聖
書
に
近
づ
き
ま
し
ょ
う
。

次
期
会
長
に

菊
地
功
大
司
教
を
選
出

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協

議
会
の
次
期
会
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
会
長
に
菊
地
功
大
司

教
（
東
京
教
区
）
を
、
副
会

長
に
梅
村
昌
弘
司
教
（
横
浜

教
区
）
を
選
出
し
た
。
任
期

は
２
０
２
２
年
度
定
例
司
教

総
会
開
始
時
か
ら
25
年
度
定

例
司
教
総
会
開
始
時
ま
で
。

ま
た
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

司
教
協
議
会
・
次
期
常
任
司

教
委
員
会
委
員
の
選
挙
も
行

な
わ
れ
、
次
期
会
長
、
副
会

長
の
ほ
か
、
前
田
万
葉
枢

機
卿
（
大
阪
教
区
）、
松
浦

悟
郎
司
教
（
名
古
屋
教
区
）、

勝
谷
太
治
司
教
（
札
幌
教

区
）、
ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ
イ
ヤ

司
教
（
福
岡
教
区
）、
中
野

裕
明
司
教
（
鹿
児
島
教
区
）

を
選
出
し
た
。（
カ
ト
リ
ッ

ク
新
聞
第
４
５
８
５
号
）

喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

（
教
区
典
礼
委
員
会
・
秋
元

伸
介
＝
南
山
教
会
）

名
古
屋
教
区
　
一
粒
会
だ
よ
り
創
刊
号

名
古
屋
教
区
「
一
粒
会
だ
よ
り
」
創
刊
号
《
写
真
》
が
今

年
10
月
に
発
行
さ
れ
た
。
松
浦
司
教
の
巻
頭
言
「『
皆
さ
ん

の
お
祈
り
の
お
か
げ
で
』
は
本
当
！
」
を
は
じ
め
、
小
教
区

内
に
お
け
る
一
粒
会
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
名
古
屋
教
区
出
身
の
神
学
生
・
近
藤
真
理
生
さ
ん
の

こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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井
上
秀
斎
は
、

１
８
５
４
年（
嘉
永

７
）岐
阜
県
本
巣
郡

席
田（
む
し
ろ
だ
）

村
字
春
近（
現
、
本

巣
市
春
近
）に
、
蘭

方
医
井
上
齢
碩
（
れ
い
せ

き
）の
長
男
と
し
て
生
れ
た
。

齢
碩
は
席
田
郡
春
近
村
の

自
宅
で
１
８
５
４
年（
嘉
永

７
）か
ら
１
８
７
２
年（
明

治
５
）ま
で
寺
子
屋（
門
弟

数
二
十
名
）開
設
し
て
い
た

（
糸
貫
町
史
）。
井
上
秀
斎
は

１
８
７
５
年（
明
治
８
）、
英

語
を
学
ぶ
た
め
上
京
し
、
フ

ラ
ン
ス
人
宣
教
師
経
営
の
マ

リ
ン
学
校
に
入
学
し
た
。
同

年
８
月
、ド
ル
ワ
ー
ル・ド・

レ
ゼ
ー
神
父
か
ら
受
洗
し
、

カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
を
志
し
神

学
生
に
な
っ
た
。
１
８
７
８

年（
明
治
元
）７
月
、
夏
休
み

に
岐
阜
市
の
自
宅
に
帰
省
す

る
途
中
、
名
古
屋
市
本
町
一

丁
目
に
あ
っ
た
銭
屋
と
い
う

旅
館
に
一
泊
し
た
。
そ
の

と
き
、
番
頭
か
ら
、
数
年
前

広
小
路
の
獄
屋
や
西
本
願
寺

別
院
の
女
人
講
堂
内
に
収
容

さ
れ
て
い
た
、
浦
上
キ
リ
シ

タ
ン
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て

聞
き
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

１
８
８
２
年（
明
治
15
）に
は

侍
祭
の
位
に
な
っ
た
。
そ
の

ま
ま
進
め
ば
東
京
教
区
初
の

日
本
人
司
祭
と
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
し
か
し
副
助
祭
叙

階
前
の
調
査
の
結
果
、
秀
斎

は
井
上
家
の
長
男
で
あ
り
、

家
を
相
続
す
る
人
が
他
に
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
、
司
祭

に
成
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
東

京
を
去
っ
た
。
そ
の
後
、
故

郷
春
近
に
戻
り
、
父
の
家

業
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
、
週

に
一
回
五
つ
の
講
義
所
を
巡

回
し
宣
教
活
動
を
行
っ
た
。

１
８
８
７
年（
明
治
20
）、
秋

田
教
会
か
ら
赴
任
し
た
テ
ュ

ル
パ
ン
神
父
と
共
に
、
名
古

屋
、
岐
阜
、
土
岐
、
大
垣
、

高
須
の
講
義
所
を
巡
回
す

る
。名
古
屋
の
主
税
町
に「
約

千
坪
の
士
族
屋
敷
」
を
秀
斎

名
義
で
購
入
し
、
武
家
屋
敷

を
教
会
に
改
造
。
主
税
町
教

会
に
移
り
住
ん
だ
テ
ュ
ル
パ

ン
神
父
は
、し
ば
ら
く
し
て
、

岐
阜
教
会
以
外
の
す
べ
て
の

講
義
所
を
閉
鎖
し
、「
啓
蒙

小
学
校
」
な
ど
主
税
町
教
会

で
の
事
業
の
確
立
を
は
か
っ

た
。
し
か
し
、
伝
道
士
秀
斎

は
、
信
者
の
便
宜
を
考
慮
し

て
、そ
れ
に
強
く
反
対
し
た
。

岐
阜
教
会
が
廃
止
さ
れ
る

と
、
秀
斎
は
伝
道
士
の
職
を

完
全
に
辞
し
、
父
よ
り
受
け

継
い
だ
医
業
に
専
心
し
た
。

１
８
８
７
年
（
明
治
20
）

以
来
岐
阜
県
本
巣
郡
席
田
村

村
会
議
員
、
翌
年
か
ら
席
田

村
避
病
舎
主
治
医
と
な
っ

１
８
７
４
年

（
明
治
７
）
３
月

20
日
に
ド
イ
ツ
の

メ
ン
ヘ
ン
グ
ラ
ト

バ
ハ
市
に
近
い
ノ

イ
ヴ
ェ
ル
ク
村
に

生
ま
れ
、
24
歳
で

司
祭
叙
階
を
受

け
た
。
こ
の
後
１
９
０
７

年
（
明
治
40
）
に
ド
イ
ツ
の

ボ
ン
大
学
に
お
い
て
哲
学
博

士
の
学
位
を
取
得
す
る
。
こ

の
わ
ず
か
二
ヶ
月
後
に
ア
ー

ノ
ル
ド
・
ヤ
ン
セ
ン
が
設
立

し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
神
言
修
道

会
（
神
言
会
）に
入
会
し
た
。

１
９
０
９
年
（
明
治
４
）
来

日
し
金
沢
市
で
日
本
語
を
習

得
後
、
宣
教
活
動
に
従
事
し

た
。
１
９
１
２
年
（
大
正

元
）
９
月
に
は
第
四
高
等
学

校
（
現
在
の
金
沢
大
学
）
で

ド
イ
ツ
語
を
教
え
る
。

同
年
８
月
13
日
新
設
さ
れ

た
新
潟
使
徒
座
知
牧
区
の

初
代
知
牧
区
長
と
し
て
就

名
古
屋
教
区
の
１
０
０
年
～「
あ
か
し
す
る
信
仰
」に
見
る
～

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
は
来
年
２
０
２
２
年
２
月
18
日
、
使
徒
座
知
牧
区
と
し
て
設
立

さ
れ
て
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
第
４
回
目
の
最
終
回
は「
井
上
秀
斎
と
歴
代
名
古
屋
教
区
長
」

を
見
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
名
古
屋
教
区
の
過
去
の
歩
み
は
、名
古
屋
教
区
殉
教
者
顕
彰
委
員
会
・

編
集
／
宣
教
司
牧
評
議
会
・
発
行
『
あ
か
し
す
る
信
仰
―
東
海
・
北
陸
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡

巡
礼
』（
２
０
１
２
年
）
よ
り
「
第
３
部
井
上
秀
斎
と
歴
代
名
古
屋
教
区
長
」（
68
～
75
ペ
ー
ジ
）

を
転
載
し
て
紹
介
し
ま
す
。

井
上
秀
斎
と
歴
代
名
古
屋
教
区
長

こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
開
教
以
後
の
名
古
屋
教
区
の
歴
史

を
、
現
在
の
名
古
屋
教
区
の
礎
を
築
い
た
井
上
秀
斎
と
、
歴

代
名
古
屋
教
区
長
の
略
歴
を
通
し
て
紹
介
す
る
。

伝
道
士
・
井
上
秀
斎
（
１
８
５
４
～
１
９
４
２
年
）

初
代
教
区
長
（
知
牧
区
長
）

ヨ
ゼ
フ
・
ラ
イ
ネ
ル
ス（
１
８
７
４
～
１
９
４
５
年
）

た
。
１
８
８
９
年
（
明
治

22
）
に
は
本
巣
郡
医
師
会
副

議
長
に
当
選
し
、
医
師
と
し

て
種
々
の
重
要
な
地
位
を
歴

任
し
た
。
秀
斎
に
つ
い
て
青

山
玄
神
父
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
そ
の
後
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
伝
道
方
針

の
変
更
や
日
本
社
会
の
変
化

に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
開
拓

伝
道
は
抑
圧
さ
れ
た
が
、
秀

斎
は
そ
の
苦
し
み
に
堪
え

て
、
昭
和
17
年
の
帰
天
ま
で

教
会
に
忠
実
に
留
ま
っ
た
」

（
青
山
玄
「
キ
リ
シ
タ
ン
時

代
と
明
治
前
期
に
お
け
る
美

濃
尾
張
伝
道
の
性
格
」）。

任
。
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
が
北

陸
地
方
を
宣
教
の
た
め
巡
視

し
た
際
、
こ
の
地
方
の
医
療

事
情
が
乏
し
い
こ
と
を
知

り
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
を
遍
歴
し
寄
付
を
募

り
、１
９
１
４
年
（
大
正
３
）

に
現
在
の
金
沢
聖
霊
総
合
病

院
を
創
設
し
、
聖
霊
奉
侍
布

教
修
道
女
会
に
経
営
を
委
ね

た
。
１
９
２
０
年（
大
正
９
）

秋
田
で
聖
心
愛
子
会
（
現
在

の
聖
心
の
布
教
姉
妹
会
）
を

創
立
し
た
も
の
の
手
続
き
上

の
不
備
が
あ
り
一
旦
解
散

し
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）

教
皇
庁
の
認
可
を
得
て
再
建

し
た
。
こ
の
間
、
１
９
２
２

年
（
大
正
11
）
２
月
18
日
新

設
さ
れ
た
名
古
屋
使
徒
座
知

１
８
８
７
年

（
明
治
20
）
３
月

20
日
、
長
崎
市
三

原
町
の
旧
信
者
の

家
庭
に
生
ま
れ

た
。
１
８
６
７
年

（
慶
応
３
）
７
月

か
ら
翌
、
明
治
一

年
の
迫
害
に
祖
父
母
、
両
親

（
咲
太
郎
と
デ
ン
）、
乳
飲
み

子
の
源
三
郎
も
他
の
浦
上
信

徒
と
共
に
流
罪
に
さ
れ
て
い

る
。
四
男
で
あ
る
彼
は
、
迫

害
の
た
め
島
根
県
津
和
野

の
「
三
尺
牢
」
で
死
去
し
た

祖
父
の
名
を
取
っ
て
孫マ

ゴ
四シ

郎ロ
ウ

と
付
け
ら
れ
た
。
１
９
０
１

年
（
明
治
34
）、
当
時
長
崎

市
大
浦
に
あ
っ
た
公
教
神
学

校
に
入
り
、
１
９
１
８
年

（
大
正
７
）
２
月
20
日
、
コ

ン
バ
ス
長
崎
司
教
に
よ
っ
て

司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。
同
年

３
月
、
長
崎
港
外
伊
王
島
の

馬
込
教
会
主
任
と
な
っ
た
。

１
９
３
８
年
（
昭
和
13
年
、

50
歳
の
時
、
出
生
地
で
あ
る

浦
上
教
会
の
主
任
に
迎
え
ら

れ
た
。
３
年
後
の
１
９
４
１

年
（
昭
和
16
）
３
月
、
ラ
イ

ネ
ル
ス
神
父
の
名
古
屋
知
牧

区
長
退
任
に
伴
い
、
名
古
屋

知
牧
区
及
び
新
潟
知
牧
区
の

使
徒
座
任
命
管
理
者
に
就

任
。
１
９
４
５
年
（
昭
和

20
）
か
ら
は
二
つ
の
使
徒

座
知
牧
区
長
を
兼
任
し
た
。

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）
新

潟
知
牧
区
長
を
辞
任
し
、
名

古
屋
知
牧
区
長
と
な
っ
た
。

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
）
名

古
屋
の
中
心
部
に
筋
コ
ン
ク

第
二
代
教
区
長
ペ
ト
ロ
松
岡
孫
四
郎

（
１
８
８
７
～
１
９
８
０
年
）

牧
区
の
使
徒
座
任
命
管
理
者

を
兼
任
し
た
。
１
９
２
６

年（
大
正
15
）、新
潟
使
徒
座

知
牧
区
長
を
退
任
し
、
名
古

屋
教
区
長
（
知
牧
）
に
専
任

し
た
。
活
動
の
本
拠
地
を
名

古
屋
地
区
に
移
し
た
ラ
イ
ネ

ル
ス
神
父
は
、
教
育
事
業
に

献
身
し
、
１
９
３
２
年
（
昭

和
７
）、
名
古
屋
市
昭
和
区

五
軒
家
町
に
学
校
法
人
南
山

中
学
校
１
９
３
６
年
（
昭
11

年
）、
南
山
小
学
校
（
今
の

市
立
八
事
小
学
校
）
を
創
立

し
た
。
１
９
４
１
年
（
昭
和

16
）
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
は
名

古
屋
使
徒
座
知
牧
区
長
を
退

任
し
た
。

リ
ー
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の

大
聖
堂
（
現
在
の
名
古
屋
司

教
座
聖
堂
・
布
池
教
会
）
と

教
区
長
館
並
び
に
小
神
学
校

（
現
在
の
名
古
屋
教
区
セ
ン

タ
ー
）
を
新
築
し
た
。
同
年

４
月
16
日
名
古
屋
知
牧
区
が

司
教
区
に
昇
格
さ
れ
た
の
に

伴
い
、
初
代
名
古
屋
司
教
と

し
て
叙
階
さ
れ
た
。

第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議

に
も
第
二
会
期
か
ら
出
席
し

た
。
ま
た
教
区
長
と
し
て
、

教
区
に
お
け
る
宣
教
司
牧
の

充
実
を
図
る
た
め
に
聖
心
布

教
会
、
ス
カ
ボ
ロ
外
国
宣
教

会
、
幼
き
聖
マ
リ
ア
修
道
会

（
聖
カ
ピ
タ
ニ
オ
高
校
）、聖

マ
リ
ア
の
無
原
罪
教
育
宣
教

修
道
会
（
岐
阜
・
聖
マ
リ
ア

女
学
院
）
な
ど
を
教
区
に
招

請
し
た
。１
９
６
９
年（
昭
和

44
）
松
岡
孫
四
郎
司
教
は
名

古
屋
教
区
長
を
退
任
し
た
。

１
９
１
６
年

（
大
正
５
）
６
月

21
日
、
相
馬
又
二

郎
と
鈴
子
の
三
男

と
し
て
東
京
で
生

ま
れ
た
。

１
９
２
１
年

（
大
正
10
）
東
京

教
区
神
田
教
会
で
受
洗
し

た
。
浦
和
高
等
学
校
、
東

京
帝
国
大
学
理
学
部
天
文

学
科
、
同
大
学
院
に
学
ぶ
。

１
９
４
２
年
（
昭
和
17
）
応

召
し
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
ラ
バ
ウ
ル
に
出
征
し

た
。
１
９
５
３
年
（
昭
和

第
三
代
名
古
屋
教
区
長
ア
ロ
イ
ジ
オ�

�

相
馬
信
夫
（
１
９
１
６
～
１
９
９
７
年
）

１
９
３
７
年

（
昭
和
12
）
11
月

20
日
、
野
村
家
の

長
男
と
し
て
高

知
市
で
生
ま
れ

た
。
１
９
４
９
年

８
月
１
５
日
（
昭

和
24
）
年
主
税
町

教
会
で
受
洗
。
１
９
５
６
年

（
昭
和
31
）
東
京
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
院
、
上
智
大
学
文
学

部
哲
学
科
入
学
。
１
９
６
２

年
（
昭
和
37
）
３
月
上
智
大

学
文
学
部
哲
学
科
修
士
課
程

修
了
。
同
年
ロ
ー
マ
・
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
神
学
院
入
学
。

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
）
12

月
19
日
ロ
ー
マ
・
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
神
学
院
聖
堂
で
司
祭
叙

階
。
１
９
６
７
年
６
月
教
皇

庁
立
ロ
ー
マ
・
ウ
ル
バ
ノ
大

学
神
学
部
博
士
課
程
修
了
。

神
学
博
士
の
学
位
を
取
得
す

る
。
同
年
９
月
日
本
に
帰
国

し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
主
税
町
教

会
助
任
司
祭
と
な
る
。
相
馬

第
四
代
名
古
屋
教
区
長
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ

�

野
村
純
一
（
１
９
３
７
年
～
）

信
夫
司
教
の
教
区
長
退
任
に

伴
い
、
１
９
９
３
年
（
平
成

５
）
７
月
４
日
名
古
屋
教
区

司
教
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。

教
区
長
と
し
て
の
任
務
の
か

た
わ
ら
、
教
区
内
の
社
会
福

祉
法
人
理
事
長
、
学
校
法
人

理
事
、
さ
ら
に
公
益
財
団
法

人
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日

本
委
員
会
評
議
員
な
ど
を
兼

職
し
て
い
る
。
文
献（
東
海・

北
陸
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
巡

礼
「
あ
か
し
す
る
信
仰
」
よ

り
転
載
）
完
。

28
）
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

院
入
学
。
１
９
６
０
年
（
昭

和
35
）
東
京
教
区
司
祭
と
し

て
叙
階
さ
れ
た
。
松
岡
孫
四

郎
司
教
の
教
区
長
退
任
に
伴

い
、
１
９
６
９
年
（
昭
和

44
）
９
月
15
日
、
名
古
屋
司

教
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。
教

区
長
と
し
て
の
任
務
の
か
た

わ
ら
、
教
区
内
の
社
会
福
祉

事
業
や
日
雇
い
労
働
者
炊
き

出
し
支
援
活
動
を
強
力
に
推

進
し
た
。
対
外
的
に
は
カ
ト

リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
担
当
司

教
・
会
長
と
し
て
、
韓
国
の

詩
人
金
芝
河
氏
に
対
す
る
死

刑
阻
止
活
動
を
展
開
。
ま

た
、
１
９
８
９
年
（
平
成

元
）
８
月
国
連
非
植
民
地
化

特
別
委
員
会
で
東
チ
モ
ー
ル

独
立
を
訴
え
た
。
１
９
９
１

年
（
平
成
３
）
湾
岸
戦
争
の

際
に
は
自
衛
隊
機
の
派
遣
に

反
対
し
、
民
間
機
を
チ
ャ
ー

タ
ー
、避
難
民
を
移
送
し
た
。

１
９
９
３
年
（
平
成
５
）
相

馬
信
夫
司
教
は
名
古
屋
教
区

長
を
退
任
し
た
。

明治の伝道士
井上秀斎

ヨゼフ・ライネルス
神言会／1922～1941年

ペトロ松岡孫四郎
1941～1969年

アロイジオ相馬信夫
1969～1993年

アウグスチノ野村純一
1993～2015年
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一
宮
教
会
で
は
、
平
和
旬

間（
８
月
１
日
～
８
月
15
日
）

行
事
と
し
て
今
年
度
、
二
つ

の
こ
と
を
企
画
し
実
行
し

た
。ひ

と
つ
は
、
８
月
１
日
10

時
の
ミ
サ
の
説
教
の
な
か

で
、
太
田
実
神
父
＝
写
真
＝

が
「
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
と
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
」
の
講
話
を
し
た
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
信
徒
皆
で
折
紙

の
裏
面
に
平
和
へ
の
短
い
祈

り
を
書
き
、「
平
和
の
お
り

づ
る
」を
折
っ
た
。
こ
の「
お

り
づ
る
」
を
８
月
１
日
の
10

時
の
ミ
サ
で
奉
納
し
、
平
和

旬
間
中
、祭
壇
前
に
飾
っ
た
。

ミ
サ
説
教
で
太
田
神
父

は
、
ま
ず
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
映
画
「
ロ
ー
マ
法
王
に

な
る
日
ま
で
」
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
を
聖
堂
左
正
面
に
映

し
、
教
皇
を
紹
介
し
た
。
こ

の
映
像
は
映
画
の
重
要
シ
ー

ン
を
短
く
ま
と
め
た
も
の

で
、
瞬
時
な
が
ら
も
現
教
皇

が
故
国
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
過

酷
な
人
生
を
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
こ
と
が
伝
わ
っ
た
。

講
話
の
な
か
で
神
父
は
、

次
の
こ
と
を
強
調
し
た
。
ア

シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
キ

リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
の

和
解
を
求
め
に
１
２
１
９

年
、
エ
ジ
プ
ト
に
向
か
い
、

イ
ス
ラ
ム
教
の
ス
ル
タ
ン

（
君
主
号
の
ひ
と
つ
）
と
会

見
し
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
内
部
の
問
題
が
発

生
し
た
た
め
急
き
ょ
イ
タ
リ

ア
に
も
ど
り
、
残
念
な
が

ら
こ
の
会
見
は
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
会
見
の

８
０
０
周
年
の
２
０
１
９
年

２
月
４
日
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

を
訪
問
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
の

最
高
指
導
者
、
ア
フ
マ
ド
・

ア
ル
・
タ
イ
ー
ブ
師
と
「
世

界
平
和
の
た
め
の
人
類
き
ょ

う
だ
い
愛
」
に
関
す
る
共
同

宣
言
書
に
署
名
を
し
た
。
太

田
神
父
は
、「
こ
の
出
来
事

は
ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
願
い
が
８
０
０
年
目
に
達

成
し
た
と
も
言
え
る
し
、
こ

の
宣
言
は
大
き
な
衝
撃
を
世

界
に
与
え
た
」
と
説
い
た
。

７
月
初
め
、
皆
に
呼
び

か
け
た
「
平
和
の
お
り
づ

る
」
は
日
に
日
に
集
ま
っ
て

き
た
。
日
本
の
文
化
と
も
言

え
る
「
お
り
づ
る
」、
ベ
ト

ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
外

国
人
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
に

も
参
加
し
て
も
ら
え
た
ら

と
、
折
り
方
の
サ
ン
プ
ル
と

共
に
、
折
り
方
の
コ

ピ
ー
も
聖
堂
前
に
用

意
し
た
。「
一
度
も

折
っ
た
こ
と
が
な

い
」
と
言
う
ベ
ト
ナ

ム
の
青
年
の
中
に

は
、
サ
ン
プ
ル
を
見

な
が
ら
そ
の
場
で
一

生
懸
命
折
っ
て
く
れ

る
人
た
ち
も
い
た
。

一
人
一
人
の
平
和

へ
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
「
お
り
づ
る
」

の
数
は
、
全
部
で

１
０
５
４
羽
と
な
っ

た
。今

、
世
界
で
は
、
各
地
で

平
和
と
は
真
逆
の
動
き
も
あ

る
し
、
生
き
る
た
め
に
故
国

を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
難
民

の
人
た
ち
が
増
え
続
け
て
い

る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い

る
。
わ
た
し
た
ち
の
祈
り
が

聞
き
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
祈
り
ま
し
ょ
う
。

一
宮
教
会
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
９
月
号
よ
り

「
平
和
旬
間
に
」

来
年
２
０
２
２
年
２
月
、

名
古
屋
教
区
は
使
徒
座
知

牧
区
と
し
て
の
設
立
か
ら

１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え

る
。教

区
と
し
て
の
取
り
組
み

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
も
あ
り
、
遅
れ
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
と
は
い
え
、
松

浦
司
教
と
司
祭
評
議
会
か
ら

の
提
案
が
10
月
３
日
の
教
区

宣
教
司
牧
評
議
会
で
も
検
討

さ
れ
、
準
備
が
整
い
つ
つ
あ

る
。教

区
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部
で

は
10
月
５
日
、
今
後
の
教
区

ニ
ュ
ー
ス
編
集
の
参
考
と
す

る
た
め
に
、
そ
の
意
義
と
基

礎
知
識
を
確
認
す
る
研
修
を

行
っ
た
。

以
下
は
早
川
委
員
長
の
講

話
の
概
要
で
す
。
皆
さ
ん
の

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

何
を
行
う
か

記
念
事
業
を
行
う
意
義

は
、
一
般
論
と
し
て
は
次
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

ａ
．
過
去
に
学
び
、

ｂ
．
現
状
を
把
握
し
、

ｃ
．�

未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
つ
。

最
終
的
な
目
的
は
、
未
来

に
向
か
っ
て
ビ
ジ
ョ
ン
と
希

望
を
も
っ
て
新
し
い
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
だ
。
教
会
の

使
命
は
福
音
宣
教
を
進
め
て

キ
リ
ス
ト
の
始
め
た
神
の
国

の
実
現
に
協
力
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
何
を

す
べ
き
か
、
何
を
改
め
る
べ

き
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

そ
れ
に
は
現
状
か
ら
出
発

す
る
ほ
か
は
な
い
。
現
状
の

よ
い
点
は
伸
ば
し
、
わ
る
い

点
は
改
め
る
。

で
は
現
状
の
よ
い
点
わ
る

い
点
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す

る
か
だ
が
、
そ
れ
ら
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
歴
史
的

な
検
証
が
欠
か
せ
な
い
。
過

去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
現
状

の
よ
い
点
わ
る
い
点
を
生
じ

た
原
因
を
究
明
す
る
。
こ
の

よ
う
な
過
去
が
あ
っ
て
今
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
理
解

さ
れ
、
よ
い
点
に
つ
い
て
は

ま
ず
神
に
感
謝
す
る
。
よ
く

な
い
現
状
に
つ
い
て
は
そ
の

原
因
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
反
省

し
、
対
策
を
考
え
る
。

こ
う
し
て
こ
れ
か
ら
何
を

な
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が

見
え
て
く
る
。

具
体
的
に
は

松
浦
司
教
は
１
０
０
周
年

を
祝
う
に
あ
た
っ
て
２
０
２

２
年
２
月
か
ら
の
一
年
間
を

「
教
区
聖
年
」
と
す
る
。
そ

し
て
そ
の
間
、
①
名
古
屋
教

区
１
０
０
年
の
宣
教
の
歴
史

を
学
び
、②
巡
礼
し
、祈
り
、

③
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
使

命
に
つ
い
て
考
え
る
、
と
言

わ
れ
る
。

こ
の
①
～
③
の
取
り
組
み

は
、
ま
さ
に
上
記
の
ａ
～
ｃ

に
あ
て
は
ま
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
教
区
の

歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で

現
状
把
握
に
努
め
る
。
け
っ

し
て
物
知
り
博
士
に
な
る
た

め
に
歴
史
の
出
来
事
に
詳
し

く
な
る
の
で
は
な
い
と
心
に

刻
み
た
い
。
教
区
の
歴
史
を

俯
瞰
的
に
見
る
た
め
に
は
、

同
時
に
、
そ
の
当
時
の
世
界

と
日
本
の
教
会
の
姿
勢
、
さ

ら
に
社
会
的
背
景
と
を
合
わ

せ
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

そ
し
て
巡
礼
と
祈
り
に

よ
っ
て
、
現
状
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
。
神
か
ら
今

の
私
た
ち
は
ど
う
見
え
て
い

る
か
を
黙
想
す
る
。
そ
う
し

て
次
の
行
動
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

�

（
次
号
に
続
く
）

教
区
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

�

～
編
集
部
の
研
修
会

新しい「ミサの式次第と第一 
～第四奉献文」の変更箇所――
2022年11月27日（待降節第1主日） 

からの実施に向けて

　2022年の待降節第1主日から開始される『ローマ・ミサ典礼書』ラ
テン語規範版第3版に基づくミサの実施に向け、式文の変更箇所に対
する学びと理解のために編まれた冊子。変更箇所は太字で示され、脚
注の形式で解説が付される。ミサに参加するす
べての信者にとって必携の一冊。
著　者　日本カトリック典礼委員会・編集
版　型　A5・96ページ
価　格　260円（税込み286円）
発売日は10月19日
ご注文は日本カトリック中央協議会出版部へ。
☎03-5632-4429　FAX�03-5632-4456
全国のカトリック書店で取扱っています。

カリタスジャパン 
オンライン全国セミナー

「コロナ禍と私たち 
～叫びの中からともに見出す希望～」

日　時　11月3日（水・祝）10：00～16：00
　　　　オンライン（Zoom）
第１部　報告会「コロナ禍から見えてきた《叫び》」
　　　　10：00～12：30
　　　　各教区からの発表
第２部　討論会「《叫び》の中からともに見出す希望」
　　　　13：30～16：00
　　　　パネリスト　成井大介司教、他4人。
参加申込みは
　�https//forms.gle/ZiCWyExv3rA9hPQv8より。又は
セミナー申込として、info@caritas.jp�に E-mail を送
付。申込URLが送られます。

主　催　カリタスジャパン事務局　☎03-5632-4439

第6回カトリック文庫講座
「浦上キリシタン、高木仙衛門のこと 

～明治政府は、なぜキリシタン禁制高札を
撤去したか～」

日　時　11月20日（土）13：30～15：00
場　所　南山大学R棟6F（R63教室）
講　師　�カトリック援助修道会会員・上智大学グ

リーフケアー研究所名誉所長　高木慶子氏
入場無料
申�込方法　締切11月14日（日）。図書館Web ページ
より申込　http://office.nanzan-u.ac.jp/library/
　�fax�052-833-6986で申し込みの場合は件名を「カ
トリック文庫講座参加希望」として、氏名、身
分（一般参加など）、連絡先（電話番号）を明記。
　�申込に提出された個人情報は、本講座受付のた
めに利用します。

外国船船員へカップラーメンのプレゼント
　10月の教区ニュースに掲載されたことから、たくさんのカップラー
メンをご寄付をいただきました。ありがとうございます。
　最初にプレゼントを渡した船は乗組員全員がフィリピン人で、シス
ターたちのタガログ語での会話も弾みました。
　コロナ感染の影響で、当初の契約期間を超えても交代できず、上陸
できないまま長期間、船上で生活する船員は約20万人に上っていると
のことです。船員は私たちの生活に必要不可欠な役割を果たしていな
がら、存在が忘れられています。

　この活動が始まってすぐに
コロナ感染拡大があり、まだ
まだ手探りでの活動が続いて
いますので、引き続き物心両
面でご支援をお願いいたしま
す。（難民移住移動者委員会）

小泉純一郎氏の脱原発講演会
日　時　12月11日（土）　13：00開場　14：00開演
場　所　布池教会大聖堂
演　題　一日本人としての思い～私たちの歩むべき道～
講　師　脱原発を訴える小泉純一郎氏
定　員　160名
申込み　�11月初頭に小教区宛てに配布される案内をご覧く

ださい。
主　催　次世代を考える会（カトリック名古屋教区）
共　催　トモダチ・ユニット
問合せ　次世代を考える会事務局　畑村
　　　　☎052-935-7180
　講師の小泉純一郎氏はフクシマの被災状況、また『トモ
ダチ作戦』で高濃度の放射能被害を受け、保険もなく今も
苦しんでいる米兵の悲惨な状況を視察し、「原発推進」が
誤りであったことを認め、以来、「脱原発」を訴えて各地
を回って講演している。

カトリック教会情報 
ハンドブック2022 

が発刊されます
充実した巻頭特集と最新の住所録！
各ご家庭に1冊、ぜひお求めください！
発　行　11月9日
価　格　税込み550円

問合せ・お求めは
〒135-8585
東京都江東区潮見2-10-10
日本カトリック会館内
カトリック中央協議会
☎03-5632-4411
Fax�03-5632-4456

「おりづる」を折るベトナムの青年たち



	 ２ ０ ２ 1 年 1 1 月 7 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 1 7 号）	 （ 4 ）

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約78.4％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

633件�31,368,358円
（9/27現在）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

聖マリアの無原罪教育宣教修道会 
「学び」の後期予定

〇11月21日（日）③弟子となる歩みの途中で　
〇12月19日（日）①主がご自分の神殿に来られる。
＊�諸事情により一週間ずれることがあります。
　参加希望者は日時をご確認ください。
場　所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　岐阜修道院・聖マリア女学院（マドンナホール）
　　　　〒501-2565　岐阜市福富201
係　　　シスター碇（いかり）　☎058-229-3985（修道院）
　　　　碇の携帯080-1560-7429
　　　　メール080-1560-7429＠docomo.ne.jp
（交通アクセス）
　JR 岐阜駅から市バス12番のバスに乗車、三田洞バス停
下車（27～28分乗車）乗車時に電話を下さい。バス停で待っ
ています。JR名古屋駅から約1時間です。自動車で来られ
る方は聖マリア女学院でナビ設定して下さい。

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

11
月
の
教
会
暦

１
日
㈪�

諸
聖
人
（
祭
）

２
日
㈫�

死
者
の
日

４
日
㈭�

聖
カ
ロ
ロ
・
ポ
ロ
メ
オ
司
教

（
記
）

７
日
㈰�

年
間
第
32
主
日

９
日
㈫�

ラ
テ
ラ
ン
教
会
の
献
堂
（
祝
）

10
日
㈬�

聖
レ
オ
一
世
教
皇
教
会
博
士

（
記
）

11
日
㈭�

聖
マ
ル
チ
ノ
（
ツ
ー
ル
）
司
教

（
記
）

12
日
㈮�

聖
ヨ
サ
フ
ァ
ト
司
教
殉
教
者

（
記
）

14
日
㈰�

年
間
第
33
主
日

�

貧
し
い
人
の
た
め
の
世
界
祈
願

日

17
日
㈬�

聖
エ
リ
ザ
ベ
ト（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）

修
道
女
（
記
）

21
日
㈰�

王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
（
祭
）�

聖
書
週
間
（
28
日
ま
で
）

22
日
㈪�

聖
セ
シ
リ
ア
お
と
め
殉
教
者

（
記
）

24
日
㈬�

聖
ア
ン
デ
レ
・
ジ
ュ
ン
・
ラ
ク

司
祭
と
同
志
殉
教
者
（
記
）

28
日
㈰�

待
降
節
第
１
主
日

30
日
㈫�

聖
ア
ン
デ
レ
使
徒
（
祝
）

12
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

５
日
㈰�

待
降
節
第
２
主
日

�

宣
教
地
召
命
促
進
の
日（
献
金
）

８
日
㈬�

無
原
罪
の
聖
マ
リ
ア
（
祭
）

12
日
㈰�

待
降
節
第
３
主
日

19
日
㈰�

待
降
節
第
４
主
日

25
日
㈯�

主
の
降
誕
（
祭
）�

教
区
行
事
予
定

11
月

７
日
㈰�

教
区
東
八
事
第
二
墓
地
合
同
追

悼
ミ
サ
／
中
高
生
会
／
美
濃
加

茂
教
会
40
周
年
ミ
サ
＊

９
日
㈫�

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
／
樹

の
会

11
日
㈭�

顧
問
会
＊

12
日
㈮�

正
義
と
平
和
委
定
例
会
「
学
習

会
」

13
日
㈯�

殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
協
幹

事
会
＊

14
日
㈰�
三
河
Ｂ
会
議

16
日
㈫�
カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

17
日
㈬�

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会（
Ｚｏｏｍ
会
議
）

20
日
㈯�

レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

21
日
㈰�

城
北
Ｂ
会
議
／
城
東
Ｂ
会
議
／

城
南
Ｂ
会
議
／
青
年
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カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 

 080-2625-4681
受付　月～金（祝日除く）　

時間　10：00～12：00　　　

13：00～16：00

名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター

相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談下さい。

名古屋オルガンの春＆秋
日　時　11月28（日）15：30～16：30
会　場　カトリック五反城教会
「天よ、露を滴らせよ」
Rorate,�caelidesuper
待降節の作品とオルガン連弾作品
吉田文&Th.マイヤー＝フィービッヒ（Org）
入場は無料（任意の寄付の協力をお願いし
ます）
主　催　名古屋オルガンの秋実行委員会
問合せ　二宮音楽事務所　☎052-505-0151
ホームページ　http://organaki.exblog.jp
　新型コロナウイルス感染拡大状況により
中止する場合があります。詳細は HP、ま
たは二宮音楽事務所まで。

名古屋教区ニュース 
お届け日の変更について

　日本郵便㈱は10月1日から郵便物の土曜
日配達の休止やお届け日数の変更を実施し
ます。教区ニュースの発送行程にも変更が
生じます。教区ニュース11月号は10月28日
（木）に発送予定ですが、お手元には11月1
日～2日のお届けとなります。尚、宅急便
による配達の変更はありません。

いよいよ始まります 
日本カトリック正義と平和全国集会

2021年大阪大会
今年はオンラインで開催

　第41回日本カトリック正義と平和全国集会が大阪教区主
催で開催される。
日　時　11月22日（月）～23日（火・祝）
分科会　�「見て、みことばを聴いて、分かち合い、始めよう」
　　　　�22日午後から23日の午後まで、30項目のテーマで

分科会を開催。特別プログラムとして「中高生正
義と平和・ユースフォーラム」と「子どもプログ
ラムみんな地球人」も行なわれる。

詳細は特設サイト
　�http://osaka.catholic.jp/no_side/jptaikai2021.html を�
参照。

問合せは大会事務局まで
　☎06-6942-1784　fax�06-6920-2203
申し込み締め切りは11月10日まで。

2021ピースあいち子ども企画展 
「戦争の中の子どもたち」「戦争と動物たち」展
　みんなの「戦争と平和の資料館」では標記の企画展を開催中です。
日　時　10月5日（火）～12月4日（土）　11：00～16：00（最終日は15：00）
場　所　戦争と平和の資料館　名古屋市名東区よもぎ台2-820
　　　　☎052-602-4222
入場料　�大人300円、小中高生100円（ドニチエコきっぷ・一日乗車券を

利用してご来館の方は大人250円、小中高生は80円に入館料割引。）
休館日　日曜日、月曜日
問合せ　戦争と平和の資料館　☎052-602-4222

今年も　みんなで聴こう！パイプオルガン・聖歌・ 
ハンドベルによる音楽のアドベントカレンダー、 

そして、クリスマスのお話
日　時　12月11日（土）13時開場　13時30分開演
場　所　カトリック南山教会聖堂　名古屋市昭和区南山町1
　　　　（地下鉄鶴舞線いりなか駅下車　徒歩5分）
プログラム　�クリスマスキャロル、ソプラノ独唱、パイプオルガン作品、

ハンドベルで奏でるクリスマスキャロル
演奏者　�聖書朗読　シスター村上多美代（聖霊奉侍布教修道女会）、ソプ

ラノ独唱　シスター伊藤晶（聖霊奉侍布教修道女会）、パイプオ
ルガン吉田文、ハンドベル名古屋女子大学音楽第4ゼミ

入場料　�無料（催し物後に、運営費用並びにホスピス聖霊後援会「ぶど
うの会」への寄付をお願いします）

ご予約方法　ご予約フォーム（右QRコード）ウエブサイト
　　　　　　https://ninomusico.jimdofree.com
　　　　　　お電話052-505-0151二宮音楽事務所まで。
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10
月
１
日
付
け
で
新
常
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事
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哉
氏
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着
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前
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事
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徹
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木
４
日
布
池
、
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樹
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、
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の
会
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日
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日
南
山

正義と平和委員会勉強会
テーマ　コロナワクチンについての正しい認識について（仮題）
講　師　河田昌東（かわたまさはる）さん。
　　　　（NPO法人チェルノブイリ救援・中部理事。
　　　　�2004年名古屋大学理学部を定年退職。専門は分子生物学、環境科

学。最近は新型コロナウイルスに関する研究論文を読み込んでいる）
日　時　12月10日（金）10：30～12：00
会　場　福信館（布池教会東隣り）
内　容　�コロナワクチンについて様々な情報がネットで飛び交っている

が、本当のところはどうなのか。私たち一般の者にも分かりや
すく説明。


